第3回　授業報告書
6班　山田知明　古久保麻由　藤門翔平

1． 単元

油脂とセッケン(対称学年は高校2年生)

2． テーマ

身近なものを利用して、自分たちの身の周りで起こっている反応のメカニズムを理解する。

3． 授業内容

前回の授業で扱った脂肪酸、油脂についての内容を復習し、その脂肪酸と油脂についての知識を踏まえてセッケンの生成方法を理解し、又、化学反応式を利用してセッケンの水溶液中での状態、性質を理解する。更に、洗剤や植物油、備長炭など、身近なものを用いた実験を通して、セッケン水や植物油の性質を目で確認する。そして、実験後には実験の結果によって得られた情報を元に、乳化作用などの具体的な原理の説明を行う。
4． 実験内容

1つ目の実験は、下敷きの上に水とセッケン水を一滴ずつたらし、2つの雫を比較する実験。この実験は、セッケン水の持つ表面張力という性質を確認するための実験である。2つ目の実験は、プラスチックのカップに水とセッケン水をそれぞれ入れたものを用意し、それぞれに布、植物油、備長炭のすすを投入してその変化を観察するもので、それぞれ浸透作用、乳化作用、分散作用、再付着防止作用という性質を確認するという実験であった。
5． 授業についての意見
· 良かった点

プリントが分かりやすく、化学式なども分かりやすかった。

全体的な流れとしては良かった。

実験の結果が予想できなくて面白かった。
実験に使用したものが身近なものであった点。
まとめの板書が分かりやすくまとまっていた。

導入の部分で復習をしてくれたのが良かった。
· 改善点

　　　導入で省略した部分については、事前に紙を作って貼れば良かった。

　　　実験の手順の説明が分かりにくかった。

実験で使ったコップの分類が分かりにくかった。

実験説明からまとめに繋ぐための板書が見にくかった。
実験手順をプリントに分かりやすく書くか、板書に書いたほうが良かった。

実験で触れた内容について、まとめで全部触れられていなかった。

6． 考察

以上のような意見をいただいて私たちが考えた改善点、反省点は、生徒に授業を行う際に最も大切なことである、生徒一人ひとりに分かりやすく伝えるという点で、今回の授業では、特に実験手順の説明が生徒に伝わりにくかったことが、一番の反省点であったと思う。又、備長炭を用いた実験で、すすの分量が不適切であったため失敗してしまったので、事前にもっと予備実験が必要であったこともあげられる。他にも全体を通しての予行演習が少なかったので、授業時間が指定された時間をオーバーしてしまった。どちらにもいえることであるが、班全体で事前の下準備が不足してしまっていたのも反省点であり、改善点としてはこれらの事前の下準備を十分に行い、授業を行う際には授業内容を的確に生徒に伝えるために、授業で話す内容を十分に思考して、はっきりとした声で伝えることが重要であると思った。
